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はじめに

　「香りと芸術」という題で語る際、二つの事態を想定しなければならない。

　一つは「芸術における嗅覚の役割」である。我々は諸感覚を通じて芸術に触れる。感覚は通

常、視覚、触覚、聴覚、嗅覚、味覚といった五感に分類される。それら五感のうちで嗅覚は、他

の諸感覚に比べて芸術作品の制作や、その鑑賞の場で果たす役割が小さい。この理由は様々

に考えられる。

嗅覚の最大の難点は、「嗅ぐ」ということが、多分に生物としての在り方へ直結している点

にある。生命維持の観点から、嗅覚は、食物の危険を嗅ぎ分けたり、生殖活動を行う際に、大

きな役割を果たしている。こうした有用性に強く結びついた嗅覚の在り方は、有用性に縛ら

れることのない芸術の領域では、機能しにくいと考えられてきた2。

　しかし、芸術における嗅覚の役割が他に比して小さいとしても、皆無というわけではない

歌舞伎の『仮名手本忠臣蔵』（判官切腹）では舞台上で実際に香をたき、嗅覚に訴えた演

出を行う。他にも歌舞伎には、香を用いて演出するものがいくつか存在する。

また文学作品の中には、嗅覚が表現に密接に関わる場合がある。プルーストは『失われた

時を求めて』の中で、主人公がマドレーヌの味覚のみならず、その香りによって過去を鮮明

に思い出す、という情景を詳細に描く。ドストエフスキーの『カラマーゾフの兄弟』でも「ス

メルジャコフ（臭い人）」という隠喩的な名をもつ登場人物が、重要な役割を果たす。また

登場人物の一人であるアリョーシャは、信仰への道を志す。しかし彼の信仰に対する真摯な

心が、尊敬する聖職者の死臭によってぐらつく。どれも嗅覚を使うことによって、微妙な描

写をうまく表現している。

このように、数少ないながらも、芸術の場において、「嗅覚の力に訴える表現」といったも

のは、洋の東西を問わず存在する。

　ところで「香りと芸術」という言葉から想定される第二の事態は、世界には類を見ない日

本独自のものである。それは「匂うことが芸術となる」ともいうべきものである。これはまさ

に、日本の伝統芸術「香道」である。

芸道と芸術の違いという議論はさておいて、香道には確かに芸術としての側面がある。そ

れは香道において、嗅覚が、本来の生物的な個体維持の目的を、全く捨てているという点で

ある。

一方で、嗅覚本来の生物的目的を外れるという点では、「香水」も芸術となり得るのではな

いかという反論もありえよう。しかし香水のそもそもの起こりは「体臭を消すこと」にあっ

た。今日のように清潔志向が強い時代において、香水は匂いを消すための道具ではなく、自

己表現の範疇に入ると考えるむきもあろう。しかし、やはりそこには生殖活動という生物的



な要素と切り離せないものが最後まで残る。実際に、香水にはムスクのような異性を惹きつ

ける成分があり、無意識のうちに人間の生殖活動に影響しているといわれる。こうしてみる

と、やはり「匂うことが芸術になる」ということは、日本の「香道」においてのみ見られる現象

であるといえよう。

　以上の「香りと芸術」を巡る二つの観点から、日本の伝統芸術である「香道」を手がかりに、

これまで視覚芸術といわれる絵画や、聴覚芸術である音楽と比べても、あまり論じてこられ

なかった嗅覚と芸術の関係3に光を当て、考察してみたい。その結果、嗅覚という非常に個別

的な体験が、嗅覚芸術ともいうべき香道によって、他者と共に時空を共有することが可能に

なり、共同体意識を生むものへと変換される可能性を秘めていることに気づくであろう。

１．日本における香の歴史と香道の誕生

　日本において「香」とは何を指すか。香には大きく分けて二つの形態が存在する。

一つはジャコウや竜涎香といった動物性の原料4と、伽羅やシナモンといった植物性の原

料（図版１）

（図版１：左上から時計回りに白檀、伽羅、没薬、安息香、竜脳、乳香、薫陸、竜涎香、貝香、

ジャコウ、沈香）



を併せて、粉末にして練り上げたものを灰の上で熱して香りを立たせる「煉香（薫物）」で

ある。

もう一つは、煉香のように香を混ぜ合わせるのではなく、香木そのものの断片を直接灰の

上で熱して香を聞く方法である。

他にも日常において衣服を虫害から守ることや衣服に香りをつけることを目的とした

「にほひ袋」、仏教の儀式で使用される「抹香」や「線香」といったものも存在する。

しかし「煉香（薫物）」や｢香木｣という二つの香は、後にそれらの遊戯性が非常に高まっ

たといった理由から、日本における香道の誕生と大きな関わりをもつ。したがってこれら二

つの香が、日本において遊戯として発展し、後に「香道」という嗅覚芸術の誕生へとつながる

歴史を概観することにしよう。

　香について考える上で重要なことは、動物性にせよ、植物性にせよ、香の原料が日本では

手に入らないということである。香料は、はるか東南アジアやインドから舶載されざるを得

ず、莫大な費用がかかった。このような、高価で稀少価値の高い香料を手に入れることがで

きたのは、一部の権力階級にある者に限られていた。その結果、香は権力者の歴史と共に発

展してきた。

　香についての最古の記述である『日本書紀』は、聖徳太子の時代に、香木が現在の淡路島に

流れ着いたと伝えている5。こうした記述の真偽は別としても、香は六世紀の半ばには仏教に

おける礼拝や、朝廷の典礼に多く使用されている。諸外国と同様、日本においても香は、その

初期の段階では、遊戯ではなく、宗教や宮廷の儀式に深く結びついていた。

　平安時代、海を渡って日本に辿り着いた僧・鑑真（六八八－七六三）によって、唐におけ

る仏教での香の使用方法が、具体的に伝えられた。鑑真の伝えた内容は、今となっては明ら

かではないが、おそらく仏教儀式の際に用いられる香を、幾つかの原料を配合したものとし

て伝えたと考えられている。

このように単独ではなく、いくつかかけ合わされていたということは、香が唐においても

はや仏教儀式のみならず、健康維持や娯楽の一種として広まっていたことを示す。こうした

風潮を受けて、鑑真の伝えた香の配合は平安貴族の間で和風化されて、日常生活で用いられ

遊戯として発展していった。これが煉香（薫物である。煉香（薫物）は、香の原料を粉末に

して混ぜ合わせ、蜜や梅肉といった粘性のあるもので丸めて、好みの香りを調合するもので

ある。（図版２）



（図版２：六種の薫物のうち「黒方」を復元した煉香と、その製法を書いた「薫集類抄」。沈

四両、丁子二両、麝香二分、甲香一両二分、白檀一分、薫陸一分と書かれている。）

当時の貴族にとって、唐から伝わった煉香（薫物）の製法、舶来の原料といったものは、

権勢を誇る絶好の道具であり、独自の煉香（薫物）を編み出すことが、自らのセンスの見せ

場でもあった。香に教養が不可欠であったのは、煉香（薫物）に「梅花」、「荷葉」、「菊花」、「落

葉」、｢侍従｣、「黒方」という文学的な銘がつけられて、季節感や文学的素養が重視されたこと

からも理解できよう。こうした教養の鍛錬の成果である煉香（薫物）は、親しい人に捧げる

贈答品であった。

また同時に煉香（薫物）は、「薫物合わせ」という遊戯にも用いられた6。季節ごとのテーマ

に沿って独自の煉香（薫物）を制作し、その優劣を競う「薫物合わせ」においても、匂いにつ

いてのセンスや嗅覚の鋭敏さのみならず、感性と教養が求められた。

香の使用としては他にも、室内に香を焚きこめる「空薫物」（そらだきもの）や衣服に香

を焚きしめることも行われていた。

しかし特筆すべきは、この煉香（薫物）や薫物合わせという香の形式によって、平安貴族

達が各々独自に香の配合をし、それによって様々な「表現」を行うようになったことである。

香が仏教儀式や日常生活といった目的から離れて、「遊戯」や「楽しみ」となったことは、後の

香道の誕生に大きな関わりをもつ。

　このような平安貴族に代わって、十二世紀には武士の時代が到来する。煉香（薫物）と

いう貴族の文化に加えて、武士によって、新たな方法で香の鑑賞がなされるようになる。武

士は平安貴族のように、手間のかかる煉香よりもむしろ、香木をそのまま熱してその香りを

楽しんだ。裕福な武士は、南方から大量の香木を舶載した。

『太平記』にある有名な逸話に、婆沙羅大名として有名な佐々木道誉は、大原野の花見で、

一斤もの香を一度に焚き上げたとある。逆にこのような逸話が伝わるといったことから、香

がいかに稀少価値をもっていた7か、そしてまたいかに権力者達が香をもって自らの権力を



誇ったのかが推察されよう。

足利義政の命によって、武士の間で収集されていた香木を、その香りや産地によって体系

的に分類したのが、志野宗信と三條西実隆であった。志野宗信は足利義政の軍師であったの

みならず、茶道や歌道にも通じた文化人であった。また公家の出である三條西実隆も、宗祇

より古今伝授を受けており、歌道に秀でていた。両者は膨大な数の香木を分類し、銘をつけ

た。またこれらの香木を使う遊戯に、一定の作法や道具類を定めた。

これが香道の始まりであるといわれている。現在でも、「志野流」と「御家流」という香道の

二つの主要な流派は、それぞれ志野宗信と三條西実隆を流祖とする。

ところで香道が決して単独で現われたものではなく、足利義政を中心とする一種の文化

サロンの中で、他の芸道と呼応して花開いたという点に注目しておきたい。

連歌の宗祇、古今伝授の三條西実隆、画家の能阿弥、相阿弥、立花の池坊、茶の村田珠光た

ちによって東山文化が栄えたのと時を同じくして、香道はそのような文化の担い手達によ

って作り上げられた。こうした香道の成立事情は、多岐の文化に通じ、またそれらの拠って

いるという、香道のあり方に大きく関わっている。

例えば現在でも、「香道は茶道、華道、歌道を窮めたもののなす芸道だ」と一般的にはいわ

れている。実際に、香道の作法やきまりには、これらの諸芸道に通じるものがあり、これらが

浸透しあっている。これは、芸道の担い手達が、同一のサロンに属したという事実に拠ると

ころが大きい。

江戸時代に入り、政治の中心が京都から江戸に移ると、「禁中並公家諸法度」（一六一五

年）のような法令によって、武士政権が、天皇家や公家達に圧力をかける。したがって、京都

の公達は、政治に関わるよりも、文芸の復興に尽くすようになる。

香道もこの頃より隆盛し、男子の教養や嗜みとしてのみならず、良家の子女の教養として

も定着するようになった8。

後水尾天皇に輿入れした二代将軍・徳川秀忠の娘、東福門院は香に熱中し、豪華な道具や

香の蒐集に力を入れた。香道の隆盛は、こうした後水尾天皇と東福門院の経済的・精神的な

尽力によるものであるといえよう9。

また、香道の重要な一要素としての「組香」が多く生まれたのも、この時代である。

組香とは、平安時代の薫物合や、室町時代の武士の香合に端を発した香遊びである。組香

では、二種類以上の香が焚かれる。その香りを聞き分け、香りによってイメージされ、和歌や

古典文学によって方向付けられたイメージの世界を、参加者が共有する。それは決して優劣

を競うためだけのものではなく、幻想的な世界に遊ぶためのものである。

こうした組香は『源氏物語』や『伊勢物語』といった古典文学、葵祭や競馬（くらべうま）

といった季節の行事や、四季折々の題材から着想を得て創作されたものであり、現在その数

は、一説に700種にものぼるといわれている。したがって、このような組香をこなし、かつ楽

しむためには日本の古典文学や和歌、王朝の雅な文化に通じている必要があった。

東福門院の時代の香道の隆盛を最後に、香道は衰退し始める。その理由は様々に考えられ



るが、何よりも第一に、香を道として嗜む時間的・精神的余裕がなくなってきたことがあげ

られるだろう。慌しい現代において、一つの組香を一時間近くかけて楽しむゆとりは、もは

やない。

また第二には、香りに対する現代人の好みの変化をあげることができる。衣服が、和服か

ら洋服へと変化した時代、袖口や胸元に「にほひ袋」をしのばせる機会はめっきり減った。香

木を材料にした天然の香りにふれることはなくなり、時に線香の香りを仏壇の前で嗅ぐ程

度となった。

こうした香りに代わって、西欧からの、動植物の香りのエッセンスや、化学的に合成され

た香料から成る香水が好まれるようになっている。また「アロマテラピー」として、リラック

スのために植物性の香りを楽しむ人が増えている。

このように、日本において古代から端を発して受け継がれてきた香、香道といったものは

もはや、現代生活において馴染みの深いものではなくなった。しかし、香を聞くということ、

つまり香りを嗅ぐということが芸術（芸道）として発展してきたのは、世界でも類を見ず

日本に固有のことである。視覚芸術といわれる絵画や、聴覚を駆使した芸術である音楽とい

った他の芸術とは全く異なる「嗅覚と芸術」について考察するのに、香や香道は重要な手が

かりとなってくれるのではないだろうか。以下、香道における特殊な事柄をいくつか取り上

げ、嗅覚が、芸術で果たす役割について考察してみたい。

２．香道における個人的嗅覚の特性―曖昧さと脱日常―

　日本では、平安貴族達が行ったような香遊びや、その後の香道の発展によって、嗅覚に関

わる文化が花開いた。世界でも類を見ない、この日本の嗅覚文化について考察することは、

意義のあることに違いない。そこには、嗅覚と芸術の関係、また感覚と芸術についての新た

な視点が開ける可能性がある。以下、香や香道における嗅覚の特殊なあり方を抽出し、それ

らが嗅覚のいかなる特性を示しているのかを考える。

尚、ここで取り上げる嗅覚は、後にみるような、人と人とをつなぐような、共同体意識を生

む嗅覚ではなく、「危険なものを避ける」といった生物レベルの嗅覚を超えつつも、未だ個人

の中に生じるに留まる嗅覚である。「私にとっての嗅覚」が何をもたらすのかを、香道を通じ

てみていくことにする。

（１）嗅覚の共感覚的なあり方―視覚、聴覚、味覚との関係―

　まず、香や香道の示唆する、嗅覚の特徴として、「共感覚的（synesthésique）」なあり方10が

挙げられる。香や香道において、嗅覚は単独で感覚されるのではなく、視覚や聴覚、味覚と浸

透し合い、混ざり合って感じ取られる。いや、むしろ嗅覚は、他の感覚に助けられて存立して

いるようにさえ見受けられる。以下、香道における、視覚、聴覚、味覚との深い関わりを列挙



する。

①視覚と嗅覚

　日本では古来より現在にいたるまで、嗅覚を働かせることを「にほふ」と言い表してきた。

しかしこの「にほふ」という語のそもそもの由来は、「『丹（に）』という水銀の原鉱石の赤

い色が、『穂』（ほ）のように抜きん出ている様子」、つまり赤い色が浮かび上がるという、視

覚でとらえられる事象であった。

例えば『万葉集』には、梅を詠んだものが百二十二首存在する。これらは「にほひたる」、「に

ほへる」と表現されるのであるが、そのほとんどが、「色づく」や「照り映える」といった、視覚

的な意味で表されている11。実際には、梅は、色が美しいだけではなく、香も芳しい。したがっ

て、視覚と嗅覚のどちらをも兼ね備えた表現であったのかもしれない。また、現代のように

電灯があるわけでもなく、墨を流したような真っ暗な夜を迎える古代において、夜の嗅覚が

昼間の視覚にかわる役割を果たしていたのかもしれない。

このように、古代日本においては、嗅覚の言語を、同時に視覚にも用いている。これは、日

本にそもそも嗅覚表現が乏しかった、ということも考えられる。しかしそのような理由だけ

ではなく、視覚と嗅覚の用語が重なるのには、日本独特の価値観が付随していたと考えうる

古来より日本では、視覚的に美しいものは薫り、また馥郁とした匂いを放つものは見た目

に美しいものと考えられていた。嗅覚と視覚は、渾然一体だったのである。周知のように、

『源氏物語』においては、「薫」や「匂宮」といった名が、登場人物に付けられている。そして、そ

の嗅覚を示す言葉が、その人物の容姿や人となりを暗示している。

　このように古くは、日本人にとって、嗅覚と視覚は区別されず、それらが浸透しあって一

つの「にほふ」という、まさに「色香」という価値観が存在していた。

②聴覚と嗅覚

また、嗅覚は聴覚とも関係している。香の世界には「聞香」という特別な表現がある。香道

では香を「嗅ぐ」や「匂う」とは言わず、「香を聞く」という。（図版３）



（図版３：香を聞く。香炉を掌にのせ、片手で香炉の上部を覆うようにし、その隙間から立

ち上る香を、心静かに鑑賞する。一木の香りに精神を集中し、イメージの世界へと飛翔する

至福の瞬間。）

「聞香」という言葉は中国の歴史書『書経』に由来するといわれている。『書経』の中で、「聞

く」という言葉には、「善悪を判断する」といった意味が含まれているという逸話がある。

香道では、単に香の匂いを嗅ぐだけではなく、そこに精神的な意味を求めた。武士にとっ

て、香道は、武道と並んで精神修養の場であった。つまり、香道は芸道である以上、遊戯であ

るばかりではなく、香を聞くことによって、己を深く見つめる契機であった。現在でも、武士

のしきたりが色濃く残る香道の流派である、「志野流」には武士的な厳しい作法が存在する。



芸道としての側面をもつ香道は、武道とも関わりをもち、精神を高めるためのものでもあっ

た。

「香を聞く」ということは、内なる自分に耳を研ぎ澄ませて対峙するということである。そ

こには、広い意味での、聴覚的な要素が含まれているのである。

③味覚と嗅覚

　視覚、聴覚に続いて、嗅覚は味覚とも結びついている。

香道の成立の際、膨大な数の香木が分類されたことは、既に述べた。香木を分類する方法

は二つあった。「立国」と「五味」である。これらを併せてしばしば「立国五味」という。

「立国」とは、香木の産地にしたがって「伽羅、羅国（タイ）、真那賀（マラッカ）、真南蛮

（マナガル・インド）、佐曾羅（サスバール・インド）、寸門多羅（スマトラ）」というよ

うに、産地別に分類することを指す。しかし産地は、香木を舶載する際に、大抵不明になって

しまう。したがって、日本に入ってきた後で、日本の側で勝手に、良質の香木を伽羅にしたり

それよりも質の劣るものを寸門多羅にする、というように香を分類した。

一方、「五味」は、商人でありながら、東福門院に見出された、米川常白という香の名人が編

み出した分類法である。

彼は「甘、酸、辛、苦、鹹（かん・塩からい）」という五つの味覚表現を、嗅覚を表現する際

に用いることを考案した。香木を熱した際に立ち上る香を、「甘い香り」や「辛い香り」と識別

するのである。例えば、最高級の香木であるとされる伽羅のうちでも、特に名香と賞される、

正倉院宝物である「蘭奢待」は、これら五つの味を併せ持つとされる。また、佐曾羅は「酸っぱ

い香り」とされる。

その上、一つの香木は、香り立つ際に、匂いが変化する。例えば、最初は甘く感じられても、

後味として苦いものが残ることがある。したがって、ある香を「にあす」（苦い、甘い、酸っぱ

いという順に香る）というように、分類するわけである。

このように嗅覚を味覚の表現を借りて行うのは、嗅覚が非常に曖昧なものだからであろ

う。その上、人間の鼻はすぐに香りに慣れてしまい、判断そのものが長続きしない難点もあ

る。したがって、先人の知恵は、嗅覚を味覚で表し、曖昧な香りを、記憶の中に固定化するこ

とを考え出したのである。

　嗅覚が味覚の表現によって表されるということは、あながち突飛なことではない。鼻腔と

口腔はつながっており、何かを味わう際、そこには嗅覚的な要素が必ず入る。同様に、何かを

匂う際、それが口腔内で、味を連想させるといったこともある。鼻腔と口腔がつながってい

るというのは、人間に共通の構造である。したがって、とらえどころのない香りを表現する

際に、味覚表現を使用するということは、万人の共感を得るために、最も適切なものであっ

たに違いない。多くの国々で、匂いを表現する語彙が、味の表現の語彙と重なるのも偶然で

はない。



しかしながら、同じ香木が、流派によって異なる分類をされていることからもわかるよう

に、「立国五味」にしたがって分類したところで、嗅覚は、あまりにもとらえどころのない感

覚であるといえよう。

　

このように、嗅覚は、視覚、聴覚、味覚に支えられて存立する12。これは嗅覚が、曖昧な感覚

だからである。したがって、香道における「にほふ」や「聞香」、味覚表現の語彙の使用等から

理解されるように、他の諸感覚との共感覚的なあり方によってとらえられたり、表現される

そもそも、前述したように、嗅覚は直感的に危険を避けるための、動物的な感覚であると

いわれてきた。しかし、これは裏を返せば、嗅覚は危険がないと察知した場合、それ以上の、

明晰な認識を行わないということもいえるのではないだろうか。

そのような意味で、嗅覚を「曖昧」な感覚であると述べた。しかし嗅覚のこの曖昧さは、芸

術に結びつく可能性を持っている13。曖昧であるが故に、想像力を飛翔させ、イメージを無限

にふくらませることができる。また、その方法も、嗅覚のみでなく、他の諸感覚を「共感覚的」

に取り合わせることによって、多様で豊穣な創造が行われる可能性を秘めている。

（２）嗅覚と脱日常性

嗅覚の「曖昧」さを、「共感覚」とは、別の角度、「脱日常性」から考察してみよう。嗅覚が日常

を脱することができる可能性をもつのも、この「曖昧」さと関わる。

ところで、香を楽しむことや、香道に親しむことは、「脱日常性」が、他の諸感覚よりも強く

求められる。

嗅覚についての様々な科学書を繙いてみれば理解されるように、嗅覚とはそもそも「食」

と「生殖」に深く関わるものである。動物としての人間は、嗅覚によって食物を探し、それが

体にとって害のあるものか否かを嗅ぎ分けた。また生殖活動の一環である、「求愛活動」に関

わるのも、嗅覚である。雌が雄を誘い、雄が自らの能力を雌に誇示するのは、匂いの成分だと

考えられている。

人間は、体臭を制汗剤や香水によって隠そうとする。しかしそれでも尚、無意識の次元で

の性的な行動は、フェロモン等の匂いに規定されている。嗅覚には、無意識の次元で、視覚や

嗅覚が及びもつかないような強い働きがある。

しかし、こうした人間の根源的なあり方、言い換えるなら、動物的なあり方を全く消そう

とした形で、香や香道といった嗅覚芸術は発達した。

これは、香の原料が高価で、一部の権力者の手にしか入らなかったという事実と、表裏一

体の関係にある。香遊びや香道は、当初から、現実世界から遊離する余裕のある階層の間で

広まった。貴族や大名たちは、香や香道といった、日常の匂いからかけ離れたものに触れる

ことによって、「脱日常」を図ったのである。

絵画は日常の風景を描くことができる。現代音楽も耳慣れた音を取り入れて作曲される



ことがある。これとは対照的に、香や香道における匂いそのものは、日常生活に、全く接点を

持たない。「梅花香」という組香においてさえ、梅の香を再現するわけではない。舶来の、日本

には自生しない香木を焚いて、梅の咲く世界を現出させるだけである。

香道においては、茶室と似た狭い空間で季節折々のテーマが設定され、参加者が、香の世

界に没頭する。そこには日常の生々しい世界ではなく、むしろ日常から遊離し、昇華された

世界が現われる。

こうした「脱日常性」は、動物的な要素を多くもつ嗅覚が、芸術となりうるための必要条件

である。視覚や聴覚とは異なって、嗅覚は対象と距離をとることができず、それゆえに対象

から遊離することが困難である。したがって、嗅覚で「脱日常」を図るためには相当なスプリ

ングボードが必要である。稀少価値があり、高価な香こそがそのスプリングボードの役目を

果たしたといえよう。

香によって、完全なまでに「脱日常」が成功することから、香が、昔から宗教とも結びつい

ていたということも、理解できよう。宗教という、一種の「脱日常」の体験には、そのための契

機が必要であった。そして香がその役割を果たした。洋の東西を問わず、香料が礼拝の際に

用いられたのには、香のもつ「脱日常性」への契機が認められていたからであろう。

（３）嗅覚と個人的な記憶

　「脱日常」とは何を指すのか。日常を脱してどこにいくのか。

一つには、純粋なイメージの世界へと飛び立つことが考えられる。

もう一つには、「過去」に、一気に身を任せることがあるのではないかと考えられる。その

過去とは、非常に個人的で、個人を取り巻く情景や、体験と分かちがたく結びついたもので

ある。

嗅覚と記憶には、深い関係が存在する14。

　先に述べたように、嗅覚はとらえがたいものであり、それ自体としては特定しがたいもの

である。ゆえに共感覚的なあり方で、他の感覚の助けを借りて表現される。しかしこのよう

な曖昧な感覚である嗅覚も、比類のない力を有している。

それは「過去を一挙に現前させる力」である。どんなに言葉を尽くしても、そして視覚を駆

使したとしても、思い出すことができなかった細かい情景を、香りが一挙に思い出させてく

れることがある。その思い出の鮮明さは驚くほど緻密なものである。

ところで、本来、香りによって再現される過去は、個人的な体験に基づくものである。

　 例えば冒頭で述べたプルーストのマドレーヌについての記述は、次のようなことを述べ

ている。「紅茶にひたしたマドレーヌの味、そして口の中で広がる香りは、何か普通でないも

のによって呪縛された感じをもたらし、これを解明すべく、記憶の領域をさまようことにな

る。そして、あるとき一挙に記憶は、細かい点まで取り戻される…。」主人公が、マドレーヌの

味と香りから、過去の記憶をまさぐりあてる過程が述べられているのであるが、これは、主



人公の個人的な体験に根ざしている。主人公以外の人間には、マドレーヌも、コンブレーと

いう地名も、決して結びつくことはない。しかし、主人公にとっては、切り離すことのできな

い、根源的な体験であった。

　個人的な体験が、他者に共有されないのは当然のことである。しかし、日本人が「五月まつ

花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」という古今集の和歌に共感するのは、嗅覚と過去

の個人的な記憶の関係に、きっかけが橘ではないにせよ、それぞれ思い当たる節があるから

に相違ない。

嗅覚は人間にとって根源的であるがゆえに、ある光景の中に沈殿して、記憶に染み渡って

いる。したがって、その香りが再現されれば、記憶を一挙に手繰り寄せることができる。

　このように、嗅覚は記憶と結びつき、それを強烈に再現する力をもつ。

　これまで、香道を通じて、嗅覚の、①「共感覚的」なあり方、②「脱日常性」をもつこと、③「個

人的な記憶との結びつき」について分析してきた。

ここから抽出できる結果とは、嗅覚の曖昧さと、それがゆえの芸術との結びつきであり、

また日常を脱することによって、個人的な記憶やイメージへの飛翔の可能性である。この二

点を総合し、また世界唯一の嗅覚芸術ともいうべき香道が提言する、嗅覚の特殊なあり方に

ついて、より深く分析を発展させてみよう。

　その際、香道の香席において、参加者が各々、嗅覚の曖昧さゆえにイメージを膨らませ、各

自の個人的な記憶の世界を彷徨いつつも、最終的には、各人の記憶やイメージが「共有」され

るという事態に注目したい。

３．共同体へ－香席における嗅覚－

（１）「雰囲気的なもの」と共同体

　嗅覚が、個人的な記憶に結びつき、過去を一挙に現前させる点については、既に述べた。

しかし、このような個人的な記憶のみならず、それらを基盤として、誰にでも共有され得

る「雰囲気的なもの」にも、嗅覚は結びつくのではないだろうか。

この「雰囲気的なもの（Atmosphäre）」という言葉を用いたのは、テレンバッハ（Hubertus

Tellenbach）である。テレンバッハは精神医学の立場をとりつつ、現象学的に「味覚」と「嗅覚」

を研究し、『味と雰 囲気』（GESCHMACK UND ATMOSPHÄRE, Meiden menschlichen

Elementarkontaktes, Otto Muller Verlag, Salzburg, 1968.　邦訳『味と雰囲気』、宮本忠雄・上田宣

子訳、みすず書房、1980年。）を著した。

彼にとって、味と匂いは口の中で融合した「口腔感覚（Oralsinn）」として存在する。そして

この口腔感覚が「雰囲気的なもの」の経験の根幹に位置すると論じる。

彼のいう「雰囲気的なもの」とは何か。我々の感覚の中には、ある「（感覚）より以上のも



の」が、表現されずにとどまっている。現実に事実として在るものを超えて存在しながら、事

実として在るものを透かして感じ取られているようなもの、これが「（感覚）より以上のも

の」であり、かつ「雰囲気的なもの」と呼ばれる。

この「雰囲気的なもの」は、芸術作品において顕著にみられるとされるが、それだけではな

い。共同体に共有されるものとして、「雰囲気的なもの」が我々に直接的に訴えかけてくる。

「雰囲気はまた、有機的な形式の総体から収斂するものにもある。例えば、全体としての都市

にしても、病院、兵舎、学校、教会のような建物にしても、ある典型的な匂いをもっており、ま

たこの匂いのなかにその特異な雰囲気的なものをもっていて、これは高次感覚による知覚

を通じてよりも、いっそう完璧にその特性をわれわれの感知に明かしてくれる。」（『味と雰

囲気』邦訳P.53）都市や、学校の匂いは、通常そこに居る間は感じられないが、時間・空間的

に距離を置いた後にそれらに触れるなら、確実に感じ取られるものである。また、それは、そ

こに集っていた共同体に、共有される匂いであろう。

また、テレンバッハが、匂いとしての雰囲気的なものは「高次感覚による知覚を通じてよ

りも、いっそう完璧にその特性をわれわれの感知に明かしてくれる」と述べていることに注

目しよう。我々の通常の生活において、諸感覚よりも、根源的に「雰囲気的なもの」が感じ取

られており、それが匂いを通じて現前される。

そして、「雰囲気的なもの」とは、マドレーヌや橘の香のように、個人的な記憶ではなく、そ

の場に属していた共同体の成員に共有される可能性をもつ。

（２）香道と共同体

　さて、テレンバッハのいう「雰囲気的なもの」という概念は、日本の香道において顕著にみ

られる。それを具体的に示すために、筆者が以前、参加した香席での組香と、その体験を実際

に分析してみることにしたい。

①組香「初冬香」

組香は、香室の中で、香元の先導で進行する。香元が手前を行い、それを順に客に出す。客

は順に出された香を聞き、規則にしたがって回答を記紙に記す。記紙は、執筆者に提出し、回

答の当否を競う。（図版４）



（図版４：香席風景。左で香元が手前をしている。組香におけるテーマに沿って、香元が出

す香を、順に聞き、記紙に回答を認める。出席者は十人前後であることが多い。）

　この組香の中でも、「初冬香」の実際を、追体験してみよう15。

「初冬香」は、陰暦十月の神無月の頃をイメージした組香である。秋の末から冬の初めにか

けて、しばしば降ったりやんだりする冷たい雨や嵐、雲の多い季節の風情を取り込んだもの

である。

　まず、香が三種（「嵐」＝四袋、「雲」＝四袋、「客」＝一袋）用意される。嵐と雲をそれぞれ一

つずつ試香する（客は試香なし）。嵐、雲の残りの六包を混ぜ、二包抜き、客を加えて、五包

を順に聞き、出席者は、出た順を回答として書く。

　執筆者は、全員の回答を集めて、記録を書く。その際、各人の回答の下に、嵐、雲の数や前後、

正解・不正解によって、初冬の風景を念頭においた、「落葉」や「時雨」といった、「名目」が書

かれる。

この場合、嵐と雲の各三包を混ぜて、その中から二包抜く手法によって、嵐が多くなった

り、雲が多くなったりする。または、嵐と雲が同数になることがある。その場合、嵐が先に出

るか、雲が先に出るかによって、名目が変わる。

　嵐、雲の数や前後によって書かれる名目は次のようなものである。

　嵐が多ければ　落葉

　雲が多ければ　時雨

　嵐が先であれば　木葉雨

　雲が先であれば　村時雨

　全問正解であれば　初冬

　全問不正解は　小春



　このような名目は、「嵐が多ければ、落葉が増える」や「雲が多ければ、やがて村時雨とな

る」ことが連想されることから付けられたものであろう。全問正解が「初冬」となるのは、嵐

や雲を聞き分け、初冬の風物を堪能したことによる。逆に「小春」は、嵐も雲も聞き分けられ

なかった、つまり初冬らしからぬ小春のような感性に陥ってしまったことになる。

　通常、一度試したとはいえ、香の香りを頭の中で覚えるのも困難であるが、その上、無試の

香が混ぜられては混乱する。また、最初に香を聞く正客と、末席の客では、火加減で香の香り

方が異なるということもある。したがって、五包を全て聞き当てるのは、至難の業である。

　それでも出席者は、各々聞いた香を回答するわけであるが、見事なまでにバラエティに富

んだ回答が出揃うこともしばしばである。

同じ香を聞いたはずの出席者達が、「落葉」や「村時雨」といった異なる回答を出している

ことを通じて、初冬のイメージが重層化し、その香席独自の世界が現出する。そして、おのれ

のイメージした世界のみならず、各人の回答によって現われた世界をも、出席者が共有する

のである。

また、この「共有」に大きな役割を果たすものとして、和歌の存在もあげられる。有名な和

歌は、季節や情感に関する個別的な体験をつなぐことが可能である。たとえば、初冬香をめ

ぐっては、次のような和歌が連想されているであろう。

神無月深くなりゆく梢より　時雨れてわたるみ山べの里　（永胤法師・後拾遺和歌集第

六　冬）

木葉ちる宿は聞分く事ぞなき　時雨する夜も時雨せぬ夜も　（源頼実）

神無月ねざめに聞けば山里の　嵐の心は木葉なりけり　（能因法師）

このように香席においては、和歌や文学によって、たとえ個人の体験がそれぞれ異なるに

しても、初冬香をめぐる、「物寂しい」、「寒々しい」といった「雰囲気的なもの」が共有されて

いるわけである。

②香席と共有されるイメージ

香席において、「初冬」というテーマで、同席した人々が共通に、初冬の墨絵のような雰囲

気を感じることができるのは、人が共通に初冬についての、「雰囲気的なもの」を解している

からであろう。

もし香の匂いが全く個人的なものにしか結びつかないなら、香席において、共通のテーマ

で同じ情景を楽しむことは不可能である。都市、病院、学校といった雰囲気と同様、初冬のど

んよりと雲の多い空、濡れた落ち葉を、雰囲気としてイメージできることが香席を楽しむ条



件である。

したがって、嗅覚は、個人的な記憶を一挙に現前させる力と共に、個人を超えて他者と共

有されうるイメージを、現前させる力を併せ持つ。

香席は、「雰囲気的なもの」を信頼しつつ進む。そこでは、異なる経験を持つ者の集合体が、

共通の体験の有無について確認作用を行い、尚それを共有すべく、嗅覚を働かせる。　

例えば「春」といえば、日本には、春の花、春をめぐる行事、春を詠んだ和歌が多く存在する。

こういった花の名や季節の行事、和歌といった、春のイメージを呼び覚ます、いわば「装置」

によって、春における「雰囲気的なもの」を共有することが可能になる。こうして、香席では、

お互いの個人的な春の体験が、全体に共有されることに喜びを見出し、また他者よりもたら

される新たなる発見が、そこに付け加えられる。

テレンバッハも述べたように、嗅覚はこの「雰囲気的なもの」を感じ取るために、特に大き

な役割を果たす。しかし、嗅覚は強烈な現前作用を持ってはいるものの、曖昧であるがゆえ

に、匂いそのものを特定することが困難である。

したがって、例えば香木そのものにも、それぞれ必ず『伊勢物語』や『源氏物語』といった日

本の古典文学や、古今集等の和歌、季節ごとの風物や行事に因んだ銘が付けられている。こ

うした香銘にも気を配りながら、季節のテーマに沿って設定された組香のテーマを楽しむ

こともできる。

ところで、香席における組香のテーマは、なぜ存在するのか。これは、各人の体験が散逸し

ないために、共有されるべき方向付けを行っていると考えられるのではないだろうか。初冬

の中でも、和歌によく登場する「落葉」や「村時雨」といった季語ともいうべきものを多用し、

一つの世界を共有するために役立てているわけである。

したがって、嗅覚に内在する、イメージを強烈に現前させる力と、曖昧さゆえの限界が、危

うい均衡を保って、日本の伝統芸術である「香道」が成り立っていることが理解される。曖昧

すぎては、共有される世界が現出しない。しかし、あまりにも明確なものには、想像力が働く

ことがなく、イメージが羽ばたかない。「香道」という嗅覚芸術は、共同体の中で、他者との関

わりを意識しつつ、自らのイメージをも明確に現出させる、特異な芸術であるといえよう。

また、嗅覚が過去やイメージを現前させてくれることを信頼して、香道は成り立っている

しかし、匂いを規定することの困難さから、香道は、他の諸芸術を取り込む形で、その嗅覚の

曖昧さを排することに努めた。香道が他の諸芸術、例えば文学、和歌、茶等と結びつくのは、

このような理由による。

香道の他芸術への依存は、決して失敗ではない。他芸術と結びつくがゆえに、香道は豊か

な内容を持つに至った。室町期における香道の成立が、他の華道や茶道、能の発展と期を同

じくしていたのは、単に同一サロンの人々によって作りあげられたという事情にのみ依拠

するものではない。嗅覚芸術としての香道そのものが、他の諸芸術を取り込みつつ、、豊穣な

内容を含みうる可能性を、内包していたのである。



結びにかえて

　

本来の香道の奥義は、「一炷聞き」であるといわれる。そこでは、香り立つ一木を、心ゆくま

で味わい尽くすこと、自然の恵みを介して、幽玄の世界へと至る境地が尊ばれる。

しかし、このように個人的に香を楽しむということよりも、むしろ、「組香」という、集団で

一つの世界を構築することの方が、嗅覚芸術としての、香道のあり方が際立つように思われ

る。

そもそも嗅覚は、曖昧で、個人的な記憶に結びつきやすいものであると考えられた。しか

し、香席においては、そのような嗅覚の特性が、全く別の形へと変換され、芸術へと至る。

曖昧さは、嗅覚が、他の感覚の助けを借りたり、諸芸術を取り込むことの契機となった。和

歌や花、茶や能の世界が香道に織り込まれ、香道そのものに幅をもたせる。

また、個人的な記憶は、四季の風物や、行事、そしてそれらを詠みこんだ和歌によって、個

人的な記憶であることを脱し、「雰囲気的なもの」として共有される。こうして、香席におい

ては、イメージの世界を共有する、一種の共同体が形成される。

ところで、この「雰囲気的なもの」と、嗅覚の関係はいかなるものであっただろうか。「共感

覚」の部分で既に述べたが（注10）、ある対象を、感覚を通じてとらえる際の、メルロ＝ポン

ティの記述は、これらの関係に非常に重大な示唆を与えている。

メルロ＝ポンティは、対象をとらえる際、まず諸感覚を働かせてから、それらを統合して

認識するのではないと考えた。逆に、まず対象を丸ごと（いわば「雰囲気的なもの」として、

ともいえよう）をとらえた上で、はじめて諸感覚がどう働いていたかを認識すると考える。

この対象を丸ごととらえている状態が、「共感覚」的なあり方で、未だ諸感覚が未分化なかた

ちで「音が見られ」、「色が聞かれる」といった状態が起こりうる。

他の諸感覚と比較するなら、嗅覚は、最もこの「共感覚」的に、現われるものといえるので

はないだろうか。諸感覚が未分化に現出するといったあり方は、まさに香道に通じている。

「にほふ」の語義、「香を聞く」、「香を味わう」といったこと、また諸芸術に依拠した様態その

ものが、嗅覚の「共感覚」的なあり方を示している。これに比して、視覚は、「雰囲気的なもの」

を一挙に脱して、視覚そのもので対象をとらえている。視覚は、即座に対象を判断できるが、

それゆえにイメージがふくらむ余地がないともいえよう。したがって、香席で同じ香を聞い

て一つの世界を共有することはできても、一堂で絵画を鑑賞する美術館や、同一空間で音楽

を聴くコンサートホールでは、同様の事態は起こりにくいといえよう。

最後に、なぜ香席において、個人的な記憶から、「雰囲気的なもの」を通じて、イメージの世

界が共有されうるのであろうか。「雰囲気的なもの」は本来、どこまでも「雰囲気的」である以

上、これを他者と同じものとして共有しているか否かの確証はない。しかし、香席において、

参加者を結びつけるのは、四季に恵まれた日本の風物であり、情緒に満ちた古典文学や和歌

である。したがって、日本の風物や文学を愛でる心そのものが、一つの世界を共有する絆と

なり、香道を発展させてきたといえる。



1

注

�本稿は、二〇〇一年八月三○日　第十五回国際美学会議（於・神田外国語大学）における口頭発表“ Art and
the sense of smell : The traditional Japanese art of scents ko ”に基づく。
　尚、本稿を作成するにあたって、香老舗・松栄堂の畑正高先生に、香や香道について多大なるご教示を
いただいたことに謝意を表する。
また、この論文にて使用された全ての写真は、『香が語る日本の文化史・香千載』（畑正高監修、光村推古
書院、二〇〇一年）より、許可を得て転写したものである。

2アリストテレスは『霊魂論』（『アリストテレス全集　第六巻、岩波書店、一九六八年。）において、嗅覚が
粗雑な感覚であり、他の動物に比しても劣っていると述べている。「匂いと嗅覚に関しては、我々が（視
覚と聴覚について）既に説明したことと比較して、明確にするのは容易ではない。なぜなら匂いの本姓
は音や色の本性ほど明晰に知覚されないからである。その原因はこの感覚が我々においてさほど鋭敏で
はなく、いやむしろ多くの動物に比べて劣ってさえいるということである。実際、人間は匂いを感じるの
が下手で、苦と快から独立してどんな匂いも感じることはなく、このことはこの感覚が鋭敏さを欠いて
いることをよく証明している。」（p.125） 鋭敏さを欠く嗅覚は、苦と快という、人間の欲望に縛られ
ている。こうした状態で、有用性から解き放たれることが条件である限り、嗅覚が芸術に関わることは困
難であると考えうる。
3

�嗅覚をめぐる現象学的考察については、比較的新しい論文であるNatalie Depraz, “Transcendantalité des 
sens charnels:l’hypothése de la diffusivité”,2000.（邦訳・「内的感覚の超越論性－伝播性の仮説」、伊藤泰雄
訳、『思想』No.916、二〇〇〇年十月号、pp132-158）の説が興味深い。
彼女は、現象学において触れられることがほとんどなかった、嗅覚と味覚について分析する。視・聴・

触の三感覚の場合、認識と感情を切り離すことが容易である。見ることに嫌悪を催すものでさえ、そのよ
うな感情とは別に、目によってそれが何であるかを認識することができる。しかし嗅覚と味覚の場合、鼻
や舌の先のみで認識するということは考えにくい。感情を全く取捨する形で認識を呼び覚ますことが不
可能であるとされる。こうした嗅覚や味覚のあり方をデュプラズは「感覚の非‐局在性」とし、それが認識
としての欠如を示すものではなく、むしろ別種の新たな認識のあり方が存在するのではないかと結論付
ける。
　本稿はデュプラズの結論をふまえて、これを日本の伝統芸能である「香道」によって具体的に裏付ける。
またその上で「他者との場の共有」という、嗅覚における別の側面についての分析を加えることを目的と
する。

4ジャコウ（麝香）とは、チベット高原に棲息するジャコウ鹿の牡の香嚢から採取される香料。また、竜涎
香はマッコウクジラの胃や腸にできる結石から採取する松脂に似た香料。

5『日本書紀』巻第二十二　豊御食炊屋姫天皇　推古天皇「三年夏四月、沈水漂着於淡路嶋。其大一圍。嶋人
不知沈水、以交薪焼於竃。其烟気遠薫。即異以献之。（三年の夏四月に、沈水、淡路嶋に漂着れり。其の大き
さ一囲。嶋人、沈水といふことを知らずして、薪に交てて竈に焼く。其の烟気、遠く薫る。即ち異なりとし
て献る。）」（坂本太郎他校注、岩波文庫、第四巻、二〇〇一年。）

6『源氏物語』梅枝の巻に、明石の姫君のために皆で薫物を作る場面が描かれている。このような「その場に
ふさわしい香を調合する」といった意識が、優劣比較を生み、「薫物合」というゲームにまで発展したもの
であろう。

7一般に香は「馬尾蚊脚」が定法とされる。つまり、馬の尾や蚊の足ほどの、ごく僅かな香木の破片を熱する
ことが勧められる。実際には少量でも香木は香り立つものであるが、やはりこのような言葉が巷に流布
するのは、香の稀少性を裏打ちしているといえよう。

8江戸時代、大名の婚礼の際には、婚礼調度によって家格が測られた。したがって、競って華美なものが用
意され、意匠が尽くされた。香道具も婚礼調度の一部として誂えられ、香が生活や、教養の一部として浸



透していたことが伺われる。
　こうした絢爛豪華な婚礼道具の香道具の中で、頂点を極めたものが、徳川三代将軍家光の娘・千代姫
が、尾張徳川家二代光友に輿入れした際に揃えた「初音の調度」（徳川美術館蔵）であろう。これは金・
蒔絵をふんだんに用いた豪華な香道具である。

9本稿の後半で取り上げる、香の分類法である「立国五味」の、「五味」を編み出したのは、この東福門院に見
出された商人・米川常白であった。彼は香に造詣が深く、一生のうちに香を聞き外したことが無かった
という。東福門院に香の指南をしたのも彼だといわれている。こうした東福門院を囲む一種のサロンが、
香道の発展に寄与した。

10本稿で「共感覚的（synesthésique）」という語を用いるのは、メルロ＝ポンティの『知覚の現象学』
（Maurice Merleau-Ponty, Phénoménologie de la perception,Gallimard,1945.　 以下、PPと略す。）を念頭に
おいている。
　メルロ＝ポンティの「共感覚」の概念は、次のようなものである。
　彼は『知覚の現象学』の第一部で、知覚世界を知覚世界として成立せしめる「自己としての身体」につい
て述べる。その後を受けて、第二部において、知覚世界そのものも記述される。この中に「感覚すること」
（le sentir）という章が設けられ、感覚について分析がなされているのであるが、ここで「共感覚」につい
ても語られている。
　例えばランボーの有名な詩句に「Aは黒、Eは白、Iは赤、Uは緑、Oは青」というものがある（『ランボー
詩集』、堀口大学訳、新潮文庫、一九九五年。「母音」という詩より抜粋。）。これは一定の音（特に母音）が、
一定の色彩を連想させることを詩にしたものである。ここでは「音が見られる」という現象が起きている、
また、カンディンスキーが「黄色はラッパの音」と述べたように、「色が聴かれる」ということもある。
　通常は「色は見られ」、「音は聴かれる」とされているものが、「色が聴かれ」、「音が見られる」という事態
になりうる。これは単なる言葉のメタファーではない。
　メルロ＝ポンティは「見る主体、触れる主体が、正確には自分自身ではないのは、視覚的世界、触覚的世
界が世界全体ではないからである。私が一つの対象を見るとき、私が現に見ているものを越えてなお、存
在があること、それも単に視覚的存在にとどまらず、触覚的存在や、聴覚的存在があるということ、いや
単に感覚的存在だけではなく、いかなる感覚的先取りも汲み尽くすことができない、対象の深みがある
ことを実感する（PP250）。」そしてまた、「我々の感官は交流している（PP260）。」とも述べる。この「交
流する」という言葉に気をつけなければならない。ホッブズからロック、バークリー、ヒュームにいたる
イギリス経験論者のいう「連合主義」とは一線を画するからである。大まかに述べて、イギリス経験論者
は、最も単純な心的要素（感覚、単純観念、印象等）が連合することによって、複雑な観念や、高級な心理
過程が成立すると考えた。しかし、メルロ＝ポンティのいう「感官の交流」はこのようなものではない。
　メルロ＝ポンティの場合、イギリス経験論者とは逆に、対象を未だ様々な感覚に分化する前の状態で、
丸ごととらえるのであり、そこから諸感覚へと分化させていくのである。よって対象を丸ごととらえて
いる段階では、感覚が未分化な状態であるために、感官は交流し合い、「色が聴かれ」、「音が見られる」と
いうことが起こりうる。
　このような、いわば「前-感覚的な」作用について、メルロ＝ポンティは「各々の感官に先立つ感覚作用の、
『原初的層』（couche originaire）を再現させなくてはならないであろう（PP262）。」と述べている。
　諸感官に先立ってある感覚作用、またこの場における感官の交流を、メルロ＝ポンティは「共感覚」と
呼ぶのである。
　しかしながら、メルロ＝ポンティの中では、「共感覚」において他の諸感覚を統合する形で、優位に立っ
ているのは、嗅覚ではなく、「視覚」である。
11

�ブレインサイエンス・シリーズ 19　脳と匂い－嗅覚の神経科学』小野田法彦、共立出版、二〇〇〇年 、
pp.4-5参照。

12また、触覚についても少し言及しておきたい。そもそも味覚と同様、身体のある器官に触れることによ
って、認識がなされるという点では、鼻腔に匂いの分子が「触れる」ことによって引き起こされる嗅覚は、
触覚の一部とも考えうる。実際にアリストテレスもそのような分類を行っている（『霊魂論　アリスト
テレス全集　第六巻、岩波書店、一九六八年 p.）。



13 諸感覚と芸術の関係については、スティーブンスの「べき」関数の法則（『ブレインサイエンス・シリー
ズ 19　脳と匂い－嗅覚の神経科学』小野田法彦、共立出版、二〇〇〇年、pp.10-11参照。）から興味深い理
論が導き出される。
 この法則は　I=K(S－S0)n　で表される（Iは感覚の大きさ、Kは定数、Sは刺激の大きさ、S0は刺激の大き
さの閾値、nは各種感覚によって異なる数字）。
　ここからわかるように、感覚の大きさは、nの値によって変わる。nが小さければ小さいほど、刺激は緩
やかに増し、耐えうる感覚の幅も増える。そしてその感覚の組み合わせも、多様になる。
　したがって、この法則から、nが小さい場合、その感覚が芸術において、豊饒性と創造の契機を与えるこ
とが推察されよう。
　nが最も小さい感覚は何か。視覚である。現代の、視覚偏重型の情報伝達方法からもわかるように、視覚
は様々に組み合わされて、多様な情報をもたらす。
　しかし、この視覚にほぼ変わらないnの値をもつものがある。これが嗅覚である。実は嗅覚も視覚に劣
らないほどの、情報内容の多様性をもつ。未だ潜在的であるこの能力に、古くから着目し、芸術にまで高
めたのが、世界に類のない、日本の嗅覚芸術・香道であった。

14デュプラズは、嗅覚と記憶の関係について、極めて興味深い例を、フッサールから引いている。フッサー
ルが自身の子供の頃、初恋の頃を回想する際、嗅覚の果たす役割についてである。　
フッサールは過去を想起しながら、現在において、かつての庭師と共に庭園にいる筋肉感覚や、素晴ら

しい薔薇の香りを鼻腔いっぱいに吸い込んでいる。実際に、薔薇の匂いを「鼻の中で」感じると述べる。し
かし、この嗅覚が過去であるのは、フッサールが、現在の「たばこの臭い」にも意識を移しうるからである
同一の鼻が、別々の匂いに満たされることに、彼は驚いている。
こうしたフッサールの記述から、デュプラズは、「過去を現前させる、（現在にも劣らない）記憶の強

度」や、「視覚でさえも統合するような（薔薇の匂いによって、過去の庭園の情景がよみがえる）嗅覚の
推進力」という結論を導き出す。（前掲書、pp144-145）
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�『香道の作法と組香』、香道文化研究会編、雄山閣、二〇〇〇年、pp.216-217参照。
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